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A（よくできた）　　B（だいたいできた）　　Ｃ（やや不十分）　　Ｄ（不十分）

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

１学年
・望ましい生活習慣(挨拶・清掃・時間厳守)と学習環境づくりができたか。
・学科を越えた交流の場面を増やし、学年の一体感を醸成することができたか。
・生徒同士、学校生活の課題を話し合い、主体的な取組を推進できたか。

8 35 65 0 0
・挨拶、清掃などの生活習慣は身についてきたように思われる。
・朝学習やスマホが使える時間のルール化等で望ましい学習環境づくりを目指し、成果は出たが、徹底することはできなかった。
・オリエンテーションやサイエンスツアー等で学年としてのまとまりや個々の主体的な取り組みが見えた。２年次の課題研究等でも学科を超えた交流を目指したい。

望ましい学習環境をつくるためには、家庭やすべての教職員の協力が必要と感じた。いろいろな立場で生徒にアドバイスをしていただき、よりよい環境づくりを目指していく。

２学年

・様々な機会に意見表明の場を設定し、主体的な行動を促すことができたか。
・自ら改善努力するお互いを尊重する集団を育成できたか。
・研修旅行や各種行事を通じ、互いの意見の差異を埋めながら、組織　(クラス・
　学年、部活・生徒会)に関与しようとする姿勢が身につくよう支援できたか。

9 42 53 6 0

・各学科で課題研究を行い、プレゼンテーション能力を養うことができた。また、新生徒会発足以降、生徒たちが自ら行動を起こし、さまざまな改革を行いはじめた。「こんにちは県議会」では県議の方々と５つのテーマに沿って議
論を行うなど意見表明の場は多くできた。
・今年度は、一時的な措置として沖縄研修旅行となったが、国際交流と平和学習・民泊と多くの体験を積むことができ、生徒たちに大きな財産ができたと感じられる。
 ・学業と自主活動の両立を支え、進路を意識させた指導をより一層必要と感じられる。
 ・自ら積極的に行動しようとする生徒もいる反面、まだまだ言われないとできない生徒がいる。

・現在行われている「飯山雪まつり」などのボランティア・雪像づくりなどでより一層、さまざまな機会で意見表明や主体的な行動を促していく。
・陸上、男女ソフト、野球、女子バレーボール、卓球、家庭科同好会など各種部活動で活躍が見られ、各生徒間、各クラス間など垣根が取り払われつつある。勉強と部活動の両立を行い、学校生活の充実を図っていく。
 ・今後、進路相談等個々の生徒に応じたより細かな選択をしていく中で個人面談、保護者懇談等充実を図っていく。・

３学年
・生徒一人一人が自らの進路目標を設定し、その実現に向け努力できるよう支援できたか。
・生徒同士が進路の違いを尊重し合い、主体的に学力の向上を図ることができたか。
・地域社会の一員としての経験を積み、主権者意識の高まりへと繋げることができたか。

10 39 53 8 0
・進路指導係と協力し、進学(四大・短大･専門)志望と就職(民間･公務員)志望に応じた支援を行った。土曜は担任当番で、日曜は桂雪アカデミーの支援を得て学校を開放し、自学自習の便宜を図った。
・放課後/土曜補習への参加を督励する一方、ＨＲ棟から離れた教室を学習室とする配慮を頂いた。早期に合格･内定を得た生徒へ呼びかけ、学習環境維持への理解と協力を得た。
・市長と語る会、地元住民(飯高祭来客)交流会への参画が生徒会役員にとどまり、県知事選啓発も低調だったのが悔やまれる。

・センター試験後の面談を充実させ、二次特編授業や補習・面接練習に前向きに取り組んでいく。
・教養講座等が普通科教室を使用する中で、センター試験後の二次特編教室の割り当てを行う際は、普通科受験生の自習室確保を念頭に置く必要がある(図書館待避者が多く、ご迷惑をかけてしまった)。進路決定者
に対しては「学び続ける」ため、３年登校日等を活用してキャリア教育講座を行いたい(今年度は消費生活講座/着こなしマナー講座を準備中)。
・生徒会係と連携し、｢地域校｣の期待に応える企画が望まれる。

生徒会係
・生徒会活動・クラブ活動等の自主活動を充実させることができたか。
・生徒一人ひとりが活躍できるよう支援し、生徒の学校生活の充実を図れたか。

11 41 46 13 0
多くの生徒がクラブ活動に参加し、自主的な活動ができた。生徒会活動では、文化祭を中心に生徒主体の活動が出来たが、新たなことに挑戦する実践力をさらに伸ばせればよかった。また、生徒会役員だけでなく、全校生徒が
生徒会活動に目を向け、全校で作り上げられる生徒会活動にしていきたい。

校内だけでなく、他校の取り組みなどに目を向け、よりよい活動にしていきたい。

生活指導係 ・人権尊重といじめ暴力のない安心安全な学校づくりができたか。
・多様な生徒たちに対し生徒相談の体制を充実させることによって、生徒個々の理解と支援を行うことができたか。

12 11 66 24 0

・画像送付・中傷書き込み等SNSトラブルに対しては迅速な対応・処置ができた。
・いじめ案件において、加害者の特別支援と被害者を守るという二面性に整合性が取れず、結局、解決がなされなかった。
・度々の呼びかけや交通安全指導・校内巡回にもかかわらず、交通事故が多発し、盗難案件については解決できなかった。施錠・貴重品管理は好転傾向をみせている。
・不登校生徒が漸増する中、多くの生徒相談を実施して支援できた。

・年度当初の内規の読み合わせにより、学校としての対応の意識統一を徹底する。また、内規の想定外の事案が発生した場合には、職員間の情報共有を徹底する。
・安心・安全な学校を保持するため、生徒会等との協力を緊密にしたい。

保健環境係 ・生徒の心身の健康を支援する活動や全体での取組ができたか。 13 31 67 3 0 ・生徒が主体的に健康を保持・増進できるように支援していく必要がある。 ・先生方の健康問題についてもしっかり調査をし、勤務形態を改善していってほしい。

環境整備係
・新校舎を大切に長く気持ち良く使えるように美化に努めたか。
・望ましい教育環境の整備ができたか。

14 28 62 10 0 ・新校舎になって５年目でのワックスがけについて、HR教室は実施することが出来たが、特別教室については未実施となってしまった。また、準備が遅れたため１１月に急遽の実施となってしまった。 ・ワックスがけは来年度以降毎年実施することになるので、計画的に進めたい。

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

各教科
・各学科や各教科の特徴をふまえ、生徒の能力・個性に応じた指導で学力を伸ばすことができたか。
・カリキュラムマネジメントをふまえ、教育課程の改善を検討できたか。

15 24 66 10 0 ・更なる授業改善に取り組んでいきたい。 ・教科全体を通した軸のようなものが必要。 「授業改善自己診断表」を活用し、各教科で目標を設定するなどし、授業改善に取り組み、高い志と自ら課題を発見し解決に挑む力を育て、進路実現につなげる。

普通科 ・多様な生徒の学力に応じた、学習環境・進路指導が示せたか。 16 26 74 0 0 ・多様性のあるカリキュラムを用意し、実践できているが、生徒減、教員数減を見据えて整理、再考していく必要がある。進路指導の面談を更に充実させる必要がある。 ・より効果的に学べるよう、課題・選択科目の見直しなどをしていきたい。

探究科
・探究活動を通して、知識と興味を補完させながら学習の深化・高度化を図れたか。
・国際的な視野を持ち、コミュニケーション能力、プレゼンテーション能力を養成できたか。
・高い目的意識と進路実現に向かう姿勢をつくることができたか。

17 28 62 10 0 ・人文科学探究科の取り組み、国際性を充実させたい。 ・自分達で計画・準備をし、課題に取り組めるようになるとよい。 「探究」の授業を軸として計画的に取り組んでいきたい。

スポーツ科学
科

・学科の特徴をふまえ、生徒の能力・個性に応じた指導で学力を伸ばすことができたか。
・専攻種目の指導を通して、競技力の向上を図ることができたか。
・課題研究等に積極的に取り組むことで、課題発見能力、課題解決力やプレゼン能力を伸ばすことができたか。

18 27 70 3 0
・課題としては、スポーツ科学科としての特色を深めていく工夫とともに、推薦以外での進学ができるとよい。
・専攻種目を通じて、各種目の専門的な知識を深めたり、種目に応じた専門的技能を深めることができた反面、競技実績のさらなる飛躍が課題である。
・課題研究に関しは、今まで3年で、研究及び発表の流れから、今年度は、1年次より研究をはじめ、2年生で学年全体での発表、3年次では、スキー部を含めての発表会と新しい流れに挑戦しておこなうことができた。

・課題研究に関しては改善してきて、良い方向に改善できているので、引き続き継続していきたい。
・教育課程が、現1年生から進学にも対応できるように変更したので、引き続き研究したい。
・スキー部は、全国でも活躍している。その他の専攻でも上位大会で活躍できる選手を育成できるよう専攻の内容を充実させていく。

学校運営会議
カリキュラムマネジ

メント委員会
高大接続改革研

究委員会

・学びの改革を踏まえ将来を見据えた学科のあり方や教育課程等の研究を進められたか。
・信州学の編成を進めることができたか。
・高大接続や新学習指導要領、基礎学力テスト、大学入学共通テストの導入を踏まえ、各教科の指導方法や教育課程の研
究や対応が進んだか。

19 20 57 23 0
・高校改革における３つの方針について様々な分掌で検討をはじめている。
・信州学は芸術や家庭科を中心に地域の伝統を取り入れるなど充実している。
・大学入試共通テスト等、現在も検討している。

・多方面からご意見をうかがいながら、地域に密着した内容になるよう検討していきたい。

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

各教科
・アクティブラーニングやICTの利用など、授業内容や方法について各教科で研究し、生徒が課題を発見して解決するまで
の力を育成できたか。
・授業公開を積極的に行ったか。

20 22 59 20 0 ・ICT環境が整備されており、すべての教科でＩＣＴを活用できている。  ・ＩＣＴの活用法について意見交換できる場を設定するなどし、さらなる推進をしていきたい。

学習指導
委員会

・シラバスの提示・授業アンケート・各テストの資料分析等をもとにした授業改善を行うことができたか。
・家庭学習の習慣が促進されるような取り組みができたか。

21 29 54 17 0

・年度当初、シラバスを各教科で作成し、一年間を見通した学習計画を示すことができた。
・授業アンケートを実施し、授業改善に生かすことができた。
・公開授業期間を設けることで、お互いの授業を見合い、改善する契機とすることができた。
・家庭学習強化週間を２度設け、学習時間の記録など意欲を高める取り組みができた。また通信を発行し意識を高める取り組みができた。

・当初計画していたリレー式研究授業が未実施であるので、今年度中に可能な限り実施したい。
・「課題研究指導プログラム研究グループ」と「授業改善研究グループ」を組織し継続的な研究と校内研修ができるよう考えていきたい。

進路指導係
・２１世紀型を含めた学力の向上を目指す取り組みをする中で、進路意識の向上と進路実現を図ることができたか。
・多様な生徒の進路希望に対応する、きめ細かな指導ができたか。
・高大接続改革、大学入学共通テスト、基礎学力テストの導入に対する研究や対応をすすめることができたか。

22 28 72 0 0

・実施日程を調整して行った大学合同出前講座やキャリアガイダンスは１，２年生の進路意識向上に役だった。
・大学等進学希望の３年生には５月末より平日放課後や土曜日の補習を行った。就職希望の３年生には就職指導担当者を中心として出願前の企業見学から受験まで個別に丁寧に指導ができた。
・３年生は３泊４日の夏期学習合宿を進学希望者対象に行った。１，２年生は３月に春期学習合宿を実施予定である。学年や学校全体で進路目標実現に向けた意欲や姿勢を醸成するために来年度以降も継続して計画していき
たい。
・大学入学共通テスト試行テスト（１１月実施）の教科分析を行い、全職員で共有できた。生徒が主体的に考え、対話を活かすような授業改善に向けて具体的な取り組みが今後必要になる。
・共通テスト導入に伴う英語外部資格検定試験の大学入試での活用予定状況を把握し、職員生徒に周知した。本格運用を目前に控え、各大学の活用に関する情報をさらに正確に校内に伝え、学年・英語科とも協力しながら生
徒の受験体制を整えたい。
・Classiを活用して生徒の活動履歴や実績を蓄積した。進路指導への活用法を深めたい。

・生徒の進路意識を高めるための取り組みはそのタイミングが重要な意味を持つので、次年度のコース科目選択や進路選択に先立つ時期を見極めて計画をすすめる。
・１学期は学校行事が数多く予定されているが、３年生の放課後補習はできるだけ早期に本格実施できるように、学年とも協力しながらすすめる。
・３年生の就職希望の生徒には事前の企業見学に対する意識を明確にさせ、出願指導をおこなう。
・推薦入試の出願に係わる一連の手続きを生徒保護者担任に周知徹底し、齟齬がないようにすすめる。
・大学入学共通テスト実施に向けて最新の情報把握と周知に務める。特に実施初年度となる現在の１学年と協力しながら校内体制を構築していく。

飯山カリキュ
ラム委員会

　地元小・中学校と連携を取り、数学・英語・理科を中心に学力向上のための新たな取り組みができたか。 23 31 56 14 0
・全教科で飯山市と野沢温泉村の中学校の教科連絡会を行い、情報交換を行うなど連携を深め、指導に生かす努力をしている。
・栄中の3年生も数学の授業に数回参加し、情報交換を行った。
・共通テストの施行問題に関する情報を中学校に伝えた。

・新学習指導要領に沿った小中高とつながる指導法と評価法の研究を進め、学力の向上につなげていきたい。

SSH・探究科
運営委員会

・各教科の主体的・探究的・協働的な学習活動を通じ、授業における疑問から「課題研究」のテーマ設定をする生徒が増加
したか。
・「課題研究」を中心に据えた教育プログラムにより課題発見・解決力を育成できたか。
・科学系コンテストに出場する生徒が増加したか。

24 31 56 14 0 ・文系分野の課題研究担当者も時間割上に位置づけられるとよい。
・全体としてよくやっている。プログラムの充実と共に、教員の負担も軽減していきたい。 ・数学検定を今年度新たに実施した。今後も活用していきたい。

・ 普段の授業の中で行うフィールドワークの場として城山公園を有効利用したい。 ・

ＩＣＴ委員会
・授業でＩＣＴを有効的に活用できるための管理や整備ができたか。
・ＩＣＴ関連のアンケート調査などで、授業改善に繋げられたか。

25 35 62 3 0 ・教科横断型の授業や体験入学などでＩＣＴを積極的に使用していただいた。
・全員が使えるように更に活用していきたい。

・教科内外で研究会や情報交換をするなど、一層の活用を心掛けていく。

教務係
・学校HPや飯高ジャーナル等を通して、情報を速やかに発信できたか。
・公開授業や体験授業を通して、学校と地域の活性化を図れたか。

26 32 54 14 0 ・HPは昨年以上に更新を進めることができた。飯高ジャーナルも継続して定期的に発行することができた。公開授業や体験授業は予定通り問題なく実施することができた。 ・情報発信については、今後も迅速、丁寧を心がけて行っていく。地域の皆様からの声も入れ、本校の果たすべき役割を今後も継続的に考えていく。

PTA厚生係
・ＰＴＡ総会、支部ＰＴＡ総会への参加率向上が図れたか。
・ＰＴＡ行事の企画運営を保護者とともに行っていけたか。
・ＰＴＡ会報の発行等をとおして情報発信が図れたか。

27 46 54 0 0

・昨年度21.9%から今年度28.7%へとＰＴＡ総会の参加率は向上がみられた。支部ＰＴＡ総会は、支部ごと独自に運営されており、参加率も90%から11%までまちまちであった。
・強歩大会の豚汁サービスは会員数の減少にもかかわらず昨年並みの55名に参加いただき盛大に行うことができた。
・会報は担当会員の意見により、会員に自由に記述していただくコーナー等設け、より親しみやすくすることができた。
・従来の文化祭バザーは、保護者の居場所を提供すべく、ＰＴＡの部屋と改称し、運営し好評だった。

・支部ＰＴＡ活動は、他校では廃止になっていく傾向があるが、、本校では感動意義があり、来年度もより活性化していくよう本会・事務局ともども支援を進めていきたい。参加率の低い支部からは来年度に向けての提言
もいただいており、それを踏まえ、学校と家庭とのパイプの一つとして参加率の向上に努めたい。

生徒会係 ・生徒が自主的に地域の行事へ参加し地域の方と協力できるよう生徒会活動・クラブ活動等を支援することができたか。 28 27 62 11 0 ・文化祭をはじめ、地域の会議や雪祭りなど様々な地域の行事に参加し、活躍した。 ・参加できる行事に積極的に参加し、内容を深めてきたい。

同窓会係 ・同窓会の組織づくり（名簿の作成など）を確立することができたか。 29 24 73 3 0 ・新役員体制のもとに組織作りが進み、会員名簿作成の具体的な作業に入っている。・教育環境整備や教育支援事業はほぼ計画に従い進んでいる。 ・情報発信や会員交流促進の為にＷｅｂサイトの開設を急ぎたい。

②　すべての学科で「探究的な学び」に取り組み、生徒の個性や能力を充分にのばすとともに、将来展望をふまえ学
科や教育課程のあり方を検討する。

すべての学科で探究的な学びを取り組むことができた。さらに質的深化に向け検討すべきだが、議論は前進している。今後の生徒減少をみすえて学科のあり方を検討していく必要がある。

③　「主体的・対話的で深い学び」の実現に向け授業改善を図り、自らの課題を発見し解決に挑む力を育
て、進路実現につなげる。

平成30年度 飯山高等学校　学校評価表

学校教育目標 中･長期的目標 総合評価

(3)　開かれた学校づくりと地域や外部機関との連携を推進し、生徒の社会参画の力と未来を創造する力
を育てる。

講演会などを通じ、生徒の社会参画を促すことができ、地域ボランティアや高校生チューターなど生徒の積極的な参加がみられる。校内では職員それぞれがせいいっぱい能力を発揮しているが、地域や外部機関との連携はあらゆる場面で、今後さらに必要になってくると思われる。

今年度の重点目標（評価項目） 成果と課題

①　自分の大切さと他人の大切さを認め、人権課題を解決する意欲と実践力を身につけた生徒を育成す
る。

大多数の生徒は良識を持って学校生活を送れており、おおよそよくできているが、スマートフォンの使用やSNS関連のトラブルの撲滅に向け、引き続き課題として取り組む必要がある。

授業改善は若手教員中心に積極的に取り組んでいるが、さらに新しい学力観を踏まえて授業改善をすすめる必要がある。進路実現につながるような課題発見ができる土台作り、情報提供をより行っていくべきである。

点数の計算式     　（Ａ％×10＋Ｂ％×8＋Ｃ％×5＋Ｄ％×0）÷10

重点
目標

評価項目
主となる

分掌
評価の観点

評価％
成果と課題 改善策

④　学校での学びを社会で生きる学びとするための教育活動を展開するとともに、効果的な情報発信を行
う。

校外活動にも積極的に取り組む生徒が増えてきたが、単位申請の仕方をより明確化したい。HPや飯高ジャーナルによる地域や家庭への情報発信を、昨年以上に密に行うことができた。

１　高い知性と豊かな
　心、健やかな体を育
　み、自ら考え探究す
　る力を養う。
２　個性や能力を伸ば
　し、自主・自立の精
　神と敬愛・協同の精
　神を培う。
３　社会の一員として
　の自覚を高め、進ん
　で社会に貢献する人
　物を育てる。
４　国際社会を深く理
　解し、平和を希求す
　る人物を育てる。

(1)　生命・人権尊重の精神と敬愛・協同の精神を養い、安心・安全な学校づくりを行う。 職員それぞれが気を配り、問題に丁寧に対応してきたが、交通事故やSNS関連のトラブルなど減少させるため、生徒にとって安心・安全な学校づくりに向け、更に取り組むべきである。

(2)　生徒の主体性を育み、個性の伸長と智・徳・体の育成を図り、探究的な学びを通して学力の向上を
図る。

課題研究の取組が根付いてきており、授業改善も少しずつ進んでいる。SSH委員会を中心に探究的な学びが実施できているが、今後はそれを通して、生徒の学習意欲をより高めていく工夫がなされるべきである。

①

　自分の大切さと
他人の大切さを
認め、人権課題
を解決する意欲
と実践力を身に
つけた生徒を育
成する。

重点
目標

評価項目
主となる

分掌

評価％
成果と課題 改善策

②

  すべての学科
で「探究的な学
び」に取り組み、
生徒の個性や能
力を充分にのば
すとともに、将来
展望をふまえ学
科や教育課程の
あり方を検討す
る。

評価の観点

成果と課題 改善策

③

　授業改善に取
り組み、高い志と
自ら課題を発見
し解決に挑む力
を育て、進路実
現につなげる。

④

　生徒と社会をつ
なげる教育活動
を積極的に展開
するとともに、効
果的な情報発信
を行う。

重点
目標

評価項目
主となる

分掌
評価の観点

評価％


